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　令和５年１０月１１日から１３日まで行政視察（研修）を実施しました。

　令和５年１０月３１日から１１月２日まで行政視察（研修）を実施しました。

　合併以前から使用
している２つの庁舎
について、耐震診断
による危険性から、
両庁舎を統合し、防
災拠点として機能強
化をするとともに、
市民サービスの向上

と執務環境の改善を図るため、新庁舎建設に着手する
ことになりました。
　庁舎建設に当たり、「市民にとって利用しやすい庁
舎」、「防災拠点となる庁舎」、「効率的な行政運営
を可能とする庁舎」の３つのコンセプトを掲げ、約
50億円の事業費をかけて、平成29年８月に工事に着
手し、令和２年６月に竣工しております。
　市民の来庁頻度の高い１階と２階に窓口の多くを配
置するなど、市民の利便性を配慮したフロアであると
感じました。

　現在、全国的に実施
されている地域包括ケ
アシステムですが、公
立みつぎ総合病院の
（故）山口昇院長が、
行政と病院が一体とな
り、保健、福祉、医
療、介護を一体化した

施策を開始し、「地域包括ケアシステム」と命名し発
展させました。地域特性を踏まえた地域包括ケアシス
テムの中でも、みつぎモデルは地域包括ケアの先駆け
であり、１９７０年代半ばには病院機能の総合化・複
合化を図り、訪問看護・訪問介護・リハビリ等、在宅
ケアの充実で寝たきりを防ぐ「寝たきりゼロ作戦」に
取り組みました。
　地域医療・介護の連携、「顔の見える」体制づくり
の重要性を学び、誰ひとり取り残さない支援「おのみ
ちスタイル」には、参考にすべき支援が多くあり、今
後も調査研究をし、本市の地域包括ケアシステムの更
なる発展につなげていきたいです。

　五所川原市は、りんごと米の生産が盛んな農業とた
ちねぶたで有名な観光を中心としたまちであり、人口
は約51,000人ですが、令和４年度のふるさと納税寄
付額の実績は、約９億8000万円で、青森県内で２番
目の寄付額であり、年々寄付額も増加しています。
　なお、人気の返礼品は、１位がりんご、２位が米と
なっており、この２種類が返礼品の多くを占めており
ます。
　ふるさと納税の業務の多くを業者委託しています
が、業者に任せきりにせず、情報共有を図り、全国か
らの五所川原市へ
のイメージを意識
して戦略を立て、
返礼品の良さを職
員も十分に理解し
取り組んでいると
のことでした。

　個々の母子に対するきめ細やかな相談支援を行うた
め、保健センター内に専用スペースを確保し、気軽に
立ち寄ることができ、相談できる場を提供していま
す。平成２８年に児童福祉法などの一部が改正され、
国は平成２９年４月１日から「市区町村子ども家庭総
合支援拠点」の設置を進めていますが、山口市は早く
から「家庭児童相談室」を設置し、平成２６年４月か
ら「やまぐち子育て福祉総合センター」、平成２８年
１０月から「やまぐち母子健康サポートセンター」を
開設しており、すでにそれぞれの施設が機能を十分に
発揮して「子ども家庭総合支援拠点」としての役割を
果たしています。
　妊娠期から子育て
期にわたる切れ目の
な い 支 援 体 制 を 学
び、安心して出産、
子育てができるよう
山口市全体でサポー
トしていることに感
銘を受けました。
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　令和５年１０月１１日から１３日まで行政視察（研修）を実施しました。

　令和５年７月１８日から１９日まで行政視察（研修）を実施しました。

　兵庫県立播磨中央
公園は、県立広域公
園の配置構想に基づ
き、昭和53年に開
園。公園利用者の約
90％以上が自動車
で来園するため、約
１，３００台分の駐

車場が設置されています。園内は11にゾーニングさ
れ、子どもの森ゾーンでは、クライミングやロープを
組み合わせた大型遊具が設置されており、バランス感
覚や筋力、柔軟性を養うことができます。
　播磨中央公園はとても広く、魅力的な遊具に溢れ、
一日中楽しめる公園でした。みどり市においても、良
好な都市景観の形成、都市の防災機能の向上や豊かな
地域づくりに資する交流の空間を市民に提供できるよ
う、事業推進をしていただきたいと思います。

　７月18日は、千葉県木
更津市議会を訪問し、編集
の方法や表紙のレイアウト
についてなどさまざまな角
度から確認しました。
　発行については、年４回
の定例会ごとに議会広報特

別委員会が作成し、５月・８月・11月・２月の１日
に発行しているが、改選の年については６月にも発行
しているとのことです。
　配布方法については、新聞折込、新聞未購読者への
送付などであり、全戸配布はしていないが、検討が必
要であると考えているとのことでした。
　「声の議会だより」について、視覚障がい者への情
報サービスとして、議会だよりを朗読したものをＣＤ
へ録音し、市の広報と一緒に登録者へ送付をしている
とのことです。
　みどり市議会だよりでは実施していない内容が多々
あり、今回の研修で学んだことを今後に生かしていき
たいと強く感じました。

　芦屋市の無電柱化は、昭和３年に(株)六麓荘が「東
洋一の別荘地」をコンセプトに民間主導で無電柱化を
行ったことから始まり、令和５年４月現在、芦屋市の
無電柱化率は１５．５％と全国的にも高い水準となっ
ています。
　無電柱化を進める上での課題は、多額な費用がかか
ることで、一般的に１km無電柱化するのに5.3億円
の費用を要すると言われています。また、計画から工
事、電柱の抜柱まで７年かかるといわれ、工事期間が
長期にわたることも大き
な課題の１つです。
　今回の研修で、無電柱
化の事業実施には多額の
費用がかかることに加
え、関係機関との調整に
多くの時間を要すること
を認識しました。

　７月19日は、埼玉県鴻巣市にある㈱会議録センタ
ーを訪問し、議会広報編集の基礎的部分について講義
していただきました。
　議会だよりの読者層は幅広く、すべての方に理解し
てもらえる内容になっているか意識して書く必要があ
り、一番伝えたいことは何かを明確にすることが重要
であるとのことです。
　画質は高解像度で掲載し、写真の向きにも注意が必
要であり、一般質問ページのように人物などの向きが
ある写真を掲載する場合は、紙面の中央を向くように
配置するのが基本であるとのことでした。
　議会が身近に感じられる情報を親しみやすく、わか
りやすい文章で表現し、
編集に当たることが重要
であることを再確認しま
した。
　今回の所管事務調査を
機に、さらなるみどり市
議会だよりの充実推進を
目指していきたいです。
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